
第４次壱岐市総合計画策定方針（案）

➀新たな時代の流れや社会情勢の変化を的確に捉えた総合計画
➁職員による手作りの総合計画
➂市民や外部の声を反映した総合計画

◎全職員アンケート調査
（壱岐市の課題や必要な施策をそれぞれの視点で考え提案する）

◎計画骨子を考える
若手職員プロジェクトチーム
（係長級を対象に重点施策を検討する会議を編成）

◎全課による現行計画の評価
（現行計画の進捗状況評価）

◎教員や民生委員・行革委員などへの
アンケート調査 （現場サイドからみた課題や提案を把握）

◎パートナーシップ企業アンケート調査
（外部の視点からみた課題や提案を把握）

多様な意識調査と職員参加システム

◎市民アンケート調査

◎学生アンケート調査（中学・高校）

◎市内事業者アンケート調査

地域経済分析
（データに基づく施策立案：EBPM）

ビックデータ解析

将来人口シミュレーション・予測
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多様な意識調査と職員参加システム

①市民アンケート調査

調査対象 市民2500人

調査方法 郵送・WEB回答

調査内容

・住まいの評価

・将来の希望

・定住意向

・施策満足度（5段階評価）

・重点課題

・まちづくりへの参加意欲

住まい評価 定住移行

市民のまちづくりに対する評価や重要と感じて
いることなどを、前回調査との比較を含め詳細
に把握します。

11月 12月 1月 2月

発送準備

調査実施 入力・集計

分析・まとめ
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多様な意識調査と職員参加システム

②学生アンケート調査（中学・高校）

調査対象 中学生・高校生ともに3年生

調査方法 学校による配布回収（WEB）

調査内容

・住まいの評価

・壱岐市への愛着

・定住意向・Uターン意向

・付きたい仕事

・仕事を選ぶ条件

若者に希望が持てるまちづくりのための基礎
調査として、中学生・高校生の壱岐市に対す
る愛着や将来のUターン意向、付きたい仕事
などを把握します。

1月 2月 3月 4月

設計

実施準備

調査実施 入力・集計

分析・まとめ
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多様な意識調査と職員参加システム

③事業所アンケート調査

調査対象 商工会会員約900社

調査方法 郵送・WEB回答

調査内容

（自経営について）

・最近の業績
・後継者・事業承継問題

・雇用問題

（市政について）
・まちづくりの評価

・まちづくりの重要課題

経済活性化のための基礎調査として、市内事
業所に対し、コロナ禍からの回復状況や事業
の課題、特に雇用や事業承継問題について把
握します。
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11月 12月 1月 2月

発送準備

調査実施 入力・集計

分析・まとめ



多様な意識調査と職員参加システム

④全職員アンケート調査

調査対象 全職員

調査方法 WEB回答

調査内容

・まちづくりの課題

・分野別施策の評価

・分野別重要度

・新規事業提案など

職員の手作りによる計画づくりの基礎調査とし
て、所属を超えた職員の視点からみたまちづく
りの課題や分野別施策の評価、重要度などの
把握、新規事業提案などを行います。

⑤若手職員プロジェクトチーム

将来を担う係長級の若手職員20名程度の参
加により、総合計画の骨子づくりを行います。

【経済チーム】
仕事（目標１）

人の流れ（目標5）

【ひとチーム】
子育て・教育
（目標２）
コミュニティ
（目標３）

【まちチーム】
自然・文化・
基盤・SDGｓ
（目標４）

チーム編成イメージ（現行計画目標で設定）

各分野の問題・課題分析

重点事業の設定

現行計画の施策体系の見直し
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11月 12月 1月 2月

調査実施 分析・まとめ 若手職員による検討



多様な意識調査と職員参加システム

⑥全課による現行計画の評価

調査対象 全課

調査方法 各課照会

全関係課により、現行計画の評価を行います。

9月 11月 12月 1月

照会調査

ヒアリング等

評価方法

（ステップ１）
施策体系の評価・見直し

現行計画の施策体系に
ついて、現状の課題と
のギャップや違和感が
ないか検証します

ステップ２へ

とりまとめ
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多様な意識調査と職員参加システム

⑥全課による現行計画の評価

現行計画の記載内容

評価方法

（ステップ２）
施策内容の評価・見直し

具体的な施策の記載内容について、4年間振り返っての課題を分析
しつつ、新たな表現への見直しを行います。

4年間を振り返っての

課題を記載します。

次期総合計画へ記載する新た

な施策内容を記載します。

最終的に事務局で調整

7



多様な意識調査と職員参加システム

⑦教員や医療・介護職スタッフ、民生委
 員・行革委員などへのアンケート調査

調査対象
教員、医療・介護職スタッフ、

民生委員、外部評価委員等

調査方法 郵送・WEB回答

調査内容

・まちづくりの課題

・分野別施策の評価

・分野別重要度

・新規事業提案など

現場サイドの意見を踏まえた計画づくりの基礎資
料として、教員や医療・介護職スタッフ、民生委
員・外部評価委員へのアンケート調査を実施しま
す。

⑧パートナーシップ企業
アンケート調査

調査対象 パートナーシップ企業

調査方法 メール・WEB回答

調査内容

・壱岐市の評価

（他都市との違いを強調）

・課題

・今後の連携可能性

パートナーシップ協定を締結している企業の
視点からみた壱岐市の評価と課題や、企業と
連携したまちづくりの可能性を把握します。
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11月 12月 1月 2月

発送準備

調査実施 入力・集計

分析・まとめ

11月 12月 1月 2月

発送準備

調査実施 入力・集計

分析・まとめ



多様な意識調査と職員参加システム
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地域経済分析

産業連関表や経済センサ
スなどのデータを駆使し、マ
クロ経済の視点から、壱岐
市の経済構造の課題を分
析します。

～稼ぐ力を高めつつ、地域
にお金を回す仕組みを検討
する～



多様な意識調査と職員参加システム
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ビックデータ解析

携帯電話の位置情報や検索エンジン
での検索結果などを活用し、壱岐に対
する話題量や交流人口の動態を詳細
に分析します。

～人流や検索行動分析により
交流人口拡大の糸口を見つける～

「壱岐 観光」の検索ボリューム（対馬、五島列島との比較）

「壱岐 観光」の時系列検索ボリューム



多様な意識調査と職員参加システム
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人口動態分析・予測

国勢調査や住民基本台帳、人
口問題研究所推計値などを活
用し、本市の人口動態・移動人
口の分析。流出要因を明らか
にし必要な対策を検討します。

～人口ビジョンとのギャップを
明らかに将来人口を再予測します～

男 2020年 （実績）

総数 11798 11,837

0～4歳 515 450

5～9歳 576 580

10～14歳 638 631

15～19歳 472 500

20～24歳 236 268

25～29歳 365 359

30～34歳 513 476

35～39歳 626 622

40～44歳 759 769

45～49歳 772 773

50～54歳 693 688

55～59歳 757 758

60～64歳 927 941

65～69歳 1002 1,024

70～74歳 1101 1,077

75～79歳 686 670

80～84歳 565 602

85～89歳 373 434

90歳～ 222 206

女 2020年 （実績）

総数 13066 13,111

0～4歳 490 418

5～9歳 546 542

10～14歳 583 592

15～19歳 470 484

20～24歳 210 234

25～29歳 352 336

30～34歳 470 430

35～39歳 579 594

40～44歳 719 748

45～49歳 701 711

50～54歳 654 661

55～59歳 767 799

60～64歳 928 911

65～69歳 1084 1,099

70～74歳 1170 1,170

75～79歳 912 922

80～84歳 877 888

85～89歳 855 807

90歳～ 699 741

（推計人口と実績比較）

人口問題研究所の
試算値と実績との
乖離より本市の人
口動態を分析



第４次壱岐市総合計画策定フロー（案）
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（６）現況まとめ・課題分析

（７）計画骨子の検討

(重点事業、施策体系、スローガンなど）

策定方針の決定

（８）計画策定
①基本計画素案の作成
②人口ビジョン作成

（１）上位・関連計画等の整理

（２）社会・経済状況調査

①人口動態

②経済情勢

③ビックデータ解析

（３）現計画の進捗状況調査

（４）トップインタビューの実施

（５）各種アンケート調査

①市民アンケート

②学生アンケート

③事業所アンケート

④職員アンケート

⑤外部関係者アンケート

若
手
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

総
合
計
画
審
議
会

素案完成

概ね令和６年１月ごろ

概ね令和６年２月ごろ

概ね令和６年６月ごろ

令和５年１０月

第1回：R5年10月
第2回：R6年＊月
第3回：R6年＊月
第4回：R6年＊月
第5回：R6年＊月


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

